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              岩手県を元気に行進中！ 

５月６日に北海道礼文島を出発し、広島へ向かって歩いている国民

平和大行進が６月１１日から１９日まで岩手県内を行進しています。 

■１１日（土） 

二戸市の金田一温泉駅前で青森県から引き継がれました。生協労連

の旗もコープあおもり労組からいわて生協労組へタッチされました。

（写真コープあおもりの方から阿部副委員長へ）関東から原水協の若

い人たちの参加もあり、署名を集めながら行進した人もいました。 

■１２日（日） 

二戸から岩手町までのコースでした。例年より参加者が多かったです。

原発の影響があったのと思われます。途中でスピーカーが壊れるアク

シデントもありましたが、無事に沼宮内まで到着しました。 

 ■１３日（月） 

盛岡市内の行進で１７名が参加しました。旭橋から公会堂

前までの行進。全体では１３０名の参加があり、今回は到着

後の集会も公会堂で行なわれ様々な分野からの報告があり

ました。虹色の旗は、コープあいち労組からのメッセージが

書かれた旗です。 

このあと平和行進は南下して、１９日に栗原市若柳で宮城県

内へ引き継がれますし、生協労連の旗はみやぎ生協労組へバ

トンタッチします。（いわて労組ニュースより） 

               

         

歴史的な２０１１年世界大会まであと５０日、 

代表派遣、核兵器全面禁止署名のとりくみに全力を 
いよいよ２０１１年世界大会まであと５０日となりました。ことしの世界大会は、核兵器のない世

界の平和と安全を達成するための｢枠組｣を作るために、すべての国が｢特別の努力｣をおこなうという、

２０１０年ＮＰＴ再検討会議の合意の実行を迫り、核兵器のない世界への事業を次のステップへと推

し進める歴史的な大会となります。 

 世界大会はまた、３月１１日に東日本を襲った巨大地震と津波、福島第一原発の最悪の事故の後に

開かれる大会として、被災者の救援と復興とともに、いわゆる｢原子力の平和利用｣をめぐっても、問

題の解決を示し、核兵器廃絶の運動の中での位置づけを明確にしていく特別の任務をもっています。 

生協労働者のつどいと併せて、たくさんの参加をよびかけます！ 

平和行進 

生協労働者のつど
いの参加申込書は、
今月中に配信しま
す。 


